


















計の普遍性に関する BGS( Bohigas-Giannoni-Schmit ) conjecture [4]で、量子系の準位統計が対
応する古典系のエルゴード性と強く結び付いているとしている。
準位密度は準位統計の議論に於いて基本となる量で、本来量子力学の範鴎にある量である。
d(E)三玄o(E-E.π) = (d (E)) + dosc (E) ， (1) 
d(E)が準位密度で(d(E))， dosc (E)は各々その平均，揺らぎの部分である。 Gutzwillerの跡公式は
準位密度の揺らぎの部分dosc(E)を半古典的に評価したものである問。
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spectral form factor (SFF) [3]は二点準位相関関数をフーリエ変換したもので、周期軌道相関
の議論の中で重要な指標のーっとして挙げられる。
i∞ η何/， {η¥， {η1¥ 
K(ァ)三/ 一二一(dosc( E + *) dosc ( E -~ ) ) ~ exp卜i2π(d(E))ηr] ， (3) )-∞ (d (E)¥¥2)¥2) /E 
ただし r= T/THで、 TH=2π五(d(E))はHeisenberg時間という特徴的な時間スケールである。
SFFは時間反転対称な系でランダム行列理論と半古典論とから各々次のような形に書ける。
KGOE (r) = 2rー 2r2+ . . . ， for r < 1 (4) 
て----. 中 T'V1 r i / ~ ~， l ~ ( 中ムヤ，¥¥
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図 1:4-disk billiard :左:r = 0.5，右:r = 1.0 
本研究開では、先ず周期軌道の対の統計性に着目し、4-disksbilliard系(図 1)に於いて周期軌
道の対の長さに関する統計について議論した。この系では、 4つのdiskが同じ半径を持ち、その
半径がパラメタとなってr= 0.5から r= 1.0まで値を変化させている。各々の半径の値に於いて、
周期軌道は衝突回数17回のものまで数値的に求められた。これらの周期軌道のデータから、分布
C~L:bm_ ，m+ (L_， L+)を計算した。
CまL士，m-，m+(L_， L+)三 Hγ#イ1mームL一三Lγ-Lγ，< (m_ + 1)ムL_，
m+ムL+~Lγ +Lγ， < (m+ + 1)ムL+}， (6) 
L土 =Lγ土Lγ，ムL士=sup{Lγ土Lγ}/M-I' m土 =0，1，.，M:土ー 1E N. (7) 
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N (L) = L () (L -L，) (8) 
γ=0 
N(L)は一般の双曲系に於いて、 Lの大きい極限で以下のように漸近する事が証明されている [7]。
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図 3:CtL士，m_，m+(L_， L+)の断面:上(左から)r= 0.5， 0.6， 0.7;下(左から)r= 0.8， 0.9， 1.0 
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図 4:長さスペクトルの累積数密度:左:N(L)，右:Nfluct (L) 
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